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1. はじめに 

1.1 研究の背景と目的 

約 30 年前に都市化が進む千葉市において，

自治会館の整備過程に関する調査研究*¹が行わ

れている。当時，存在する自治会館は 262 館で

あったが，現在では 690 館に増えている。しか

し近年では少子高齢化や高層住宅の増加により，

利用者の減少がみられ，地域住民のコミュニテ

ィの希薄化が問題となっている。そこで地域住

民がより気軽に利用できるコミュニティの場が

必要であると考える。 
本研究では，自治会館の現状分析を行い，屋

内外の関係から自治会館の在り方について再検

証する。気軽に利用できる自治会館において，

屋外スペースを利用した活動は地域住民のコミ

ュニティ形成につながりやすい。そのため，既

存の自治会館の屋外スペースの有効利用を検討

する必要がある。 
本稿では,千葉市の自治会館の屋外スペース

に着目し，屋外スペースの現状と利用向上につ

ながる課題を示す。 
1.2 調査対象事例 

 千葉市自治推進課に自治会が自治会活動を行

う場として申請されている千葉市 6区の自治会

館，690 事例の中から，多段抽出法*²を用いて

抽出した計 120事例を対象とする。 

本稿では，調査を終えた 61事例について報告

する。表 1にその概要を示す。 

1.3 研究方法 

 現地での利用実態調査，および施設管理者で

ある自治会長に対し，アンケート調査を行う。

内容を表 2に示す。 

 また，実態調査から屋外スペースの有無と利

用行為を確認する。これらより自治会館の屋外

スペースの利用向上につながる計画的要因を分

析する。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 1 調査対象事例 
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2.利用実態 

2.1 建物形態 

利用行為の有無に関係なく,自治会館の敷地

内において屋外スペースが確保されている場合

は,「屋外スペースあり」とする。「屋外スペー

スあり」は 61事例中 47事例と 77％である。建

物形態の違いから自治会館の分類を行い，一戸

建て，建物内，その他の 3種類に分類する。一

戸建ては，周辺住宅の形態により，戸建てと集

合住宅群内にさらに分類する。その概要を表 3
に示す。 

 

 
2.2 屋外スペースの分類 

 アンケート調査により，屋外スペースの分類

と抽出を行う。松本豊氏の技術報告*³から自治

会館の屋外スペースを，①前庭，②中庭，③後

庭，④広場，⑤独立庭，⑥隣接公園，⑦道路， 

⑧駐車場，⑨屋上の 9種類に分類する。屋外ス

ペースの概要は表４に示す。 

 

 
 
 

2.3 建物形態別屋外スペースの設置率 

 建物形態別にみる屋外スペースの設置率を図

1に示す。図 1から，戸建てが 55％と最も屋外

スペースの設置率が高いことが分かる。 

建物形態別にみる屋外スペースの面積を図 2に

示す。図 2から，戸建ては屋外スペースの設置

は多いが面積は 0～200㎡と小さく，集合住宅群

内の屋外スペースは面積が 1000 ㎡以上と大き

いことが分かる。これら集合住宅群内の場合，

計画段階から自治会館が設置されたため，敷地

的にも余裕があり，屋外スペースを確保しやす

いためである。建物内は集合住宅の 1室を自治

会館としているため，内外の連続性がなく屋外

スペースの利用につながりにくいと考えられる。 

 

 
 
 

 
 

屋外スペースの建物形態別にみる分類を図 3

に示す。集合住宅群内，建物内の場合，[隣接公

園]，[駐車場]が，30％と多い。また，事例が最

も多い戸建ての場合，[前庭]の設置が 26％と多

くみられる。[隣接公園]が多くみられるのは，

アンケート調査から，戸建て住宅の開発がされ

ていた当時に，町づくりの一環として，公園を

自治会館周辺に設置したためであるという声が

聞かれる。また，戸建てで[駐車場]が多くみら

れるのは，交通が不便なためである。 

表 2 アンケート項目 

 

表 3 自治会館の建物形態 

図 1 建物形態別屋外スペース設置率 

図 2 建物形態別屋外スペース面積 
表 4 屋外スペースの分類・定義の概要 
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3.屋外スペースの分類からみる利用行為 

 屋外スペースで，イベントの概要を表 5 に，

ここから主に実施されているイベント5種の開

催回数を図 4 に示す。イベント種類として，[祭
り]，[防災訓練]，[餅つき]が多いことが分かる。

[祭り]の場合，屋台などで広い屋外スペースが

必要だと考えられる。 [防災訓練]の場合，[隣接

公園]では，遊具が消防車などの邪魔になるため，

何もなく多目的に利用ができる[広場]の利用が

高くなると考えられる。[餅つき]の場合は，自

治会館で下準備をすることや，食事場所として

提供するため，[前庭]の利用が多くなると考え

られる。 
 

 
 

 
 
敷地内に屋外スペースが確保されていない施

設における活動ついて表 6 に示す。屋外スペー

スが敷地にない自治会館の場合，近隣の[学校の

校庭]を利用している事例が多くみられる。 [学
校の校庭]では，広い屋外スペースが確保されや

すく，多目的なイベントで利用しやすい。また

学校と連携をし，イベントを行う自治会も多い。

しかし，[学校の校庭]でイベントを行う際は，

屋台を取り入れたイベントが難しいことが問題

となっている。 
 

 
4.屋外スペースの必要性 

 屋外スペースを所持していない自治会館に対

し，屋外スペースの必要性についてアンケート

調査を行った結果を，表 7に示す。屋外スペー

スが必要と回答したのは，16 事例中 11 事例で

ある。その理由として最も多いのが，「防災倉庫

の設置をするため」である。これは 3.11 の震災

を受けて，地域住民の避難所としての活用が望

まれているためである。次に多い理由が駐車ス

ペースである。高齢者の利用が多くなり，移動

手段として車の利用が増えたのが要因である。 
 

 
5.利用向上の要因 

5.1 屋外スペースの管理と外部の屋外スペース 

 表 7 より，屋外スペースは不必要であると回

答した事例の理由としては，「管理が大変」，「周

辺に屋外スペースがある」の 2 種があがってい

る。高齢者が管理している事例が多い自治会は，

屋外スペースが増えると管理が困難である。ま

た，周辺の学校や公民館などの屋外スペースを

借りるため，不要であるという声も聞かれる。 
5.2 人口推移からみる屋外スペースの現状 

 千葉市の65歳以上の人口推移を図5に示す。

これより年々高齢者が増加し，千葉市でも高齢

化が急速に進んでいることが分かる。65 歳以上

図 3 建物形態別からみる屋外スペースの設置 

 

表 7 屋外スペースの必要性 

図 4 屋外スペースで行われるイベント回数 

 

表 5 屋外スペースで行われるイベント概要 

表 6 外部の屋外スペースの利用 
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の推移を平成 5 年と平成 24 年で比較すると 3
倍に増えている。また，アンケート調査から 15
歳以下の子供の数が 65 歳以上に比べて減って

いるという声が聞かれる。 
過去に行われていた屋外スペースのイベント

を表 8 に示す。少子化により夏祭りの廃止や，

子供会の廃止，休止によってなくなるイベント

が多いことが分かる。 
 屋外スペースのバリアフリー化について図 6
に示す。バリアフリー化がされているのは，

26％と少ない。その多くは，改修時に行われて

いる。屋外スペースのスロープや，階段の手す

りなどのバリアフリー化を検討している事例も

あるが，資金面で計画が進んでいない状況であ

る。 

 屋外スペースのバリアフリー化の有無を，建設

年代別で分けたものを図 7 に示す。1990 年代

から 2000 年代にかけて建設されたのもがバリ

アフリー化されていることが分かる。 
 

 

  
 

 

 

 
 
6.まとめ 

本稿より得られた屋外スペースの現状と利用

向上につながる課題を示す。 
・自治会館の利用形態は戸建てが最も多く,屋外

スペースの設置率も高いが,面積は小さい。集合

住宅郡内の自治会館は，屋外スペースの面積が

大きい。 
・屋外スペースの[前庭]は事例が最も多い戸建

てに多く， [隣接公園]，[駐車場]は建物内，集

合住宅群内に多い。 
・少子化による子供会の廃止や高齢者の増加に

伴い利用イベントが減っている。 
・屋内のバリアフリー化が進んでいる反面,

屋外スペースのバリアフリー化が進んでいない。

高齢者の更なる利用向上のためにもバリアフリ

ー化は必要であると考える。 
 
 

【注釈】 

*¹由良冨夫/町内自治会集会所の整備過程に関する研究 

                   1985年 3月 

*²多段抽出法とは，対象事例母集団を幾つかのグループ

に分け，その中から対象事例を無作為に選択する方法。 

*³広田直行,松本豊/コミュニティ施設における屋外ス

ペースの構成と利用実態-横浜市地区センターを対象と

して-,日本建築学会技術報告集 第 15巻  

第 31号,pp.859-864, 2009年 10月 
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図 5 千葉市の 65歳以上の人口推移 

図 6 屋外スペースのバリアフリー化 

図 7 年代別屋外スペースのバリアフリー化 

表 8 過去に行われていたイベント 

（人） 
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